
大阪府立大学への出張パネルアンケートの実施結果について 

 

１．実施概要 

（１）目的 

堺環境戦略の策定過程において、マルチステークホルダーによる多様な意見の集約を図るとともに、そのプ

ロセスを通じて、参加者の環境意識の高揚や環境人材の育成、堺環境戦略で掲げるビジョン達成に向けた

機運の醸成につなげること。 

（２）実施期間・場所 

令和 2 年 7 月 27 日（月）から 8 月 7 日（金）まで 

大阪府立大学中百舌鳥キャンパス B12 棟学生会館 1 階ピロティ 

（３）実施内容 

次の 2 問についてのアンケートパネルを設置し、シール貼付形式により回答を募った。 

① 「周辺都市・地元市と比べてここが良い！」と思う堺市の環境 

② 実現してほしい将来の堺市の環境 

なお、堺市の環境施策の紹介パネル展示を同時に実施した。 

 

 

 

 

 

 

＜アンケート実施の様子＞ 

 

２．実施結果 

① 「周辺都市・地元市と比べてここが良い！」と思う堺市の環境 

・回答数（シール貼付数）：計 57 枚 

・「森林や公園の樹木、街路樹などが多く、緑が豊かである」

（26 枚）、「様々な生き物が生息し、生物多様性が守られ

ている」（11 枚）と感じている人が多かった。 

 

② 実現してほしい将来の堺市の環境 

・回答数（シール貼付数）：計 67 枚 

・「泳ぎたくなるほど川や池、海の水がきれいになっている」（12

枚）、「自転車の通行環境が整備され、自転車で市内を快

適に移動できるようになっている」（10 枚）という環境像を実

現してほしいと考えている人が多かった。 

 

  

参考資料１ 



①「周辺都市・地元市と比べてここが良い！」と思う堺市の環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②実現してほしい将来の堺市の環境 
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省エネルギーが進んでいる

太陽光発電などによる再生可能エネルギーの利用が進んでいる

電気やハイブリッドなど環境負荷の小さい自動車の普及が進んでいる

ごみの減量やリサイクルが進んでいる

ごみのポイ捨てがなく、まちが清潔である

森林や公園の樹木、街路樹などが多く、緑が豊かである

様々な生き物が生息し、生物多様性が守られている

空気がきれいである

川や池、海の水がきれいである

悪臭を感じない

家のまわりで騒音・振動を感じない

その他

回答数（人）
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多くの家庭で太陽光発電などによる
再生可能エネルギーが普及している

多くのオフィスや工場で
再生可能エネルギーが普及している

地域内の建物間でエネルギーを受け渡しできるようになり、
停電があってもすぐに復旧できるようになっている

水素ステーションなどが普及し、
新しいエネルギーの拠点になっている

電気自動車など走行時に
二酸化炭素を発生しない車が主流になっている

カーシェアリングなどの新しい交通システムが普及し、
自家用車を持たなくても自由に市内を移動できるようになっている

自転車の通行環境が整備され、
自転車で市内を快適に移動できるようになっている

ごみの減量やリサイクルが一層進んでいる

レジ袋やストローなどの使い捨てプラスチックが
使用されなくなっている

街中に森林や樹木などの緑が溢れている

様々な動植物が守られ、絶滅せず生きている

深呼吸したくなるほど空気がきれいになっている

泳ぎたくなるほど川や池、海の水がきれいになっている

どこにいても悪臭を感じなくなっている

熱中症の危険が高まったとき個人に向けて
注意喚起してくれるなど、安心して出掛けられる仕組みができている

臨海部のICT（情報通信技術）化や省エネ化により、
最先端のコンビナートになっている

堺発の環境技術が次々と確立し、
環境面で周辺都市や世界をリードしている

その他

回答数（人）


